
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）交流促進に向けた各県独自の 

取組状況について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



環瀬戸内海地域の交流促進に関する各県の取組状況

①環瀬戸内海地域のスポーツ観光の振興 ②瀬戸内海の「海」の魅力の発信 ③環瀬戸内海地域の美や文化のネットワーク化 ④環瀬戸内海地域における食文化の発信・伝承

兵庫県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○「２橋まるごとウォーク」等のイベント実施
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○「淡路島名誉大使」による淡路島誘客キェンペーン
○「淡路花博２０１５花みどりフェア」の開催
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

岡山県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○宇野港へのクルーズ客船の誘致
○瀬戸内海の海の魅力を生かした旅行商品の開発
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○瀬戸内国際芸術際２０１６の実施
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○瀬戸内海の海の魅力を生かした旅行商品の開発
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○瀬戸内国際芸術際２０１６の実施
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○瀬戸内海の海の魅力を生かした旅行商品の開発
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

広島県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
　・しまなみ海道自転車通行料金の無料化を継続
　・無料化に併せた利用促進・利便性向上事業の実施
　　自転車マナーアップ啓発・講習会の実施（広島県）
　　セルフピット・サイクルスタンドの設置（広島県）
　　サイクリングに関するフェスでしまなみ海道自転車道に関する
　　魅力発信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会
　　「サイクリングしまなみ2016」
○ナショナルサイクリングロード認定に向けた取組
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

徳島県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○「２橋まるごとウォーク」等のイベント実施
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○「本四高速全国共通料金戦略」の着実な実施
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○大鳴門橋開通３０周年記念事業
○「本四高速全国共通料金戦略」の着実な実施
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

香川県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○瀬戸内国際芸術際２０１６の実施
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○瀬戸内国際芸術際２０１６の実施
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

愛媛県

○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進
○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
　・しまなみ海道自転車通行料金の無料化を継続
　・無料化に併せた利用促進・利便性向上事業の実施
　　サイクルトレインの運行（愛媛県）
　　自転車マナーアップ啓発・講習会の実施（愛媛県）
　　サイクリングに関するフェスでしまなみ海道自転車道に関する
　　魅力発信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会
　　「サイクリングしまなみ2016」
○瀬戸内サイクリング
　瀬戸内７県を周遊する広域ルートの形成に向けた取組を展開
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○瀬戸内海国立公園ウォーク
○瀬戸内クルーズ
　瀬戸内のクルーズの魅力を発信するため広域クルーズを実施
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○テーマツーリズム
　夏・秋シーズンのテーマ性のあるツーリズム商品の開発支援
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○瀬戸内の「食」
　瀬戸内の食の魅力を写真やレポートとともにＷＥＢで発信
　【瀬戸内ブランド連合の取組】

高知県
○サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
○サッカー公式試合での交流促進

○瀬戸内海国立公園ウォーク

○歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
○文化芸術ネットワークの推進
○「高知家・まるごと東部博」の実施
○２０１６奥四万十博覧会の実施

○あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○「高知家・まるごと東部博」の実施
○２０１６奥四万十博覧会の実施

※赤字については、環瀬戸内海地域交流促進協議会としての取組
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①平成 26 年度の各県独自の取組成果について 

 

（主な取組内容） 

瀬戸内しまのわ２０１４ 【広島県・愛媛県】                P3 

国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ」 【広島県・愛媛県】   P4 

瀬戸内海国立公園指定８０周年記念事業【香川県・岡山県】      P6 

「淡路島名誉大使」による淡路島誘客キェンペーン【兵庫県】      P8 
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瀬戸内しまのわ２０１４

○世界に誇れる瀬戸内海の魅力を日本中や世界中の人々に知ってもらうため、広島・愛媛の県域・市町
域を超えた海でつながった広域のネットワークを構築し、地域が主体となって多彩なイベントを各地で
開催した。

伯方島ワクワク体験

場所：伯方島
期間：2014年 5月15日（木）、6月29日（日）、8月4日（月）、

9月26日（金）

しまのわ学校 文化祭 in 興居島（ごごしま）

場所：松山市・興居島しまのテーブルごごしま（旧泊小学校）
期間：2014年 10月19日(日)

場所：宮窪漁港
期間：2014年 4月6日(日)～毎月第一日曜日

宮窪の漁師と百姓市

◆来場者 対前年増加実績（3月21日～10月26日）

（単位：人）

区 分
対前年

増加実績

オープニングコンサート・ウェルカムステージ
3/21（金・祝）・22（土） 嚴島神社、宮島桟橋前広場

38,000

クロージングイベント
10/25（土）・26（日） 今治市 今治西部丘陵公園、大三島

53,400

春のメインイベント（12）計 277,591

夏のメインイベント（11）計 161,098

秋のメインイベント（10）計 342,191

オープニング・クロージング・メインイベント 872,280

民間企画イベント（272）計 370,612

自治体等企画イベント（91）計 325,695

特別企画・その他（20）計 550,680

その他のしまのわイベント（383）計 1,246,987

合 計（418イベント） 2,119,267

オープニング

場所：宮島桟橋前広場・嚴島神社
期間：2014年 3月21日（金）、22日（土）

クロージング

場所：しまなみアースランド（今治市）
期間：2014年10月25日（土）、26日（日）

広島みなとフェスタ

場所：広島みなと公園・似島公民館
期間：2014年 3月22日（土）、23日（日）

【広島県･愛媛県】
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国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ」

○国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ」では、国内外(46都道府県、31の国と地域)から
約7,300人が、しまなみ海道に来訪し、地域間交流が図られた。

○しまなみ海道の自転車通行料金の無料化により、ﾚﾝﾀｻｲｸﾙの貸出台数が前年度同時期の1.6倍に増大。

出典：愛媛新聞（H26.7.4,9.28）

レンタサイクル貸し出し台数（7月19日～10月31日）

サイクリングしまなみ（平成26年10月26日（日）開催）

出典：瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会実行委員会ＨＰ

北海道・東北地方 31

関東地方 622

中部地方 255

近畿地方 763

広島県 693

広島県以外の中国地方 341

愛媛県 3,292

愛媛県以外の四国地方 408

九州地方 164

海外 525

居住地未記入 187

合計 7,281

サイクリングしまなみ参加者居住地

【４０％以上が、愛媛・広島圏域外から参加】

○浮いたお金をアイスクリームなどの軽食に回すので
うれしい。無料化後にまた来たい（千葉県女性）

○うれしいの一言。無料化で、さらにサイクリストが
増えるだろう（道の駅「多々羅しまなみ公園」支配人）

○しまなみ海道に注目が集まり、国内外からサイクリング
客が増えると確信している（今治市長）

【広島県･愛媛県】
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出典）広島県「観光客数の動向」、愛媛県経済労働部観光物産課提供資料、
本四高速(株)発表交通量データ

瀬戸内しまのわ２０１４のイベント期間中における周辺施設や本四交通量の状況

千光寺⼭ロープウェイ
（尾道市）

鞆の浦
（福⼭市）

因島⽔軍城
（尾道市）

村上⽔軍博物館
（今治市）

道後温泉
（松⼭市）

多々羅⼤橋

○平成26年3月～10月における周辺施設や本四交通量の状況は以下のとおり。

瀬⼾内しまのわ２０１４
（平成26年3⽉21⽇〜10⽉26⽇ ）

34.7 

69.0 

0

20

40

60

80

100

平成25年
（3-10⽉）

平成26年
（3-10⽉）

713.8 766.6 

0

200

400

600

800

1,000

平成25年
（3-10⽉）

平成26年
（3-10⽉）

18.9 
23.3 

0

5

10

15

20

25

30

平成25年
（3-10⽉）

平成26年
（3-10⽉）

248.5 261.8 

0

100

200

300

400

平成25年
（3-10⽉）

平成26年
（3-10⽉）

1,284.0 1,317.0 

0

500

1,000

1,500

2,000

平成25年
（3-10⽉）

平成26年
（3-10⽉）

7,072 7,137

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

平成25年
（3-10⽉）

平成26年
（3-10⽉）

道後温泉⼊浴客（本館・別館）

鞆の浦の⼊込客数

因島⽔軍城の⼊込客数

村上⽔軍博物館の⼊込客数

多々羅⼤橋の⽇平均断⾯交通量

約1％増 約3％増

約23％増

（台/⽇）

（千⼈） （千⼈）

（千⼈）

（千⼈）

千光寺⼭ロープウェイの利⽤者数
（千⼈） 約5％増

約7％増 約99％増
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県立東山魁夷せとうち美術館特別展

「美しき日本 瀬戸内の風景」

場所：東山魁夷せとうち美術館
期間：7/12～8/31
入館者：のべ11,619人

その他の主なイベント

イベント名 開催日 参加者数等

瀬戸フィルハーモニー交響楽団×岡山フィル
ハーモニック管弦楽団ジョイントコンサート２０１４

（７/１２） 参加者：1,320名

瀬戸内海の風景・絵画コンクール （７/１２～１８） 応募者：1,260名

瀬戸内海国立公園指定８０周年記念マルシェ
（3/16，5/4，7/13

9/21,10/12）
参加者：のべ18,600名

かがわ島フェスタ２０１４ （９/２７，２８） 参加者：約5,000名

場所：サンポートホール高松
期間：7/12・13
参加者：フォーラム 1,500人

瀬戸内海国立公園指定80周年記念式典

場所：（春）屋島・寒霞渓・鷲羽山 （秋）五色台・紫雲出山・王子が岳
期間：（春）3/16｛80年前の指定日｝ （秋）11/9，23
参加者：春・秋あわせて1,129人

備讃瀬戸ウォーク（春・秋開催） 岡山・香川連携

寒霞渓ﾋﾙｸﾗｲﾑﾛｰﾄﾞﾚｰｽ

場所：小豆島
開催日：10/19
参加者：92人

飛鳥Ⅱ寄港

場所：サンポート高松
開催日：8/13

場所：サンポート高松
期間：7/19～8/8
参加者：のべ35,364人

香川ウォーターフロント・フェスティバル

場所：香川県内８エリア
期間：7/13～10/31
各エリアの発見者数：のべ23,038名

瀬戸内宝探し大冒険 瀬戸内幻想伝 輝く海の八宝奇譚

香川県と県内市町、岡山県、
民間企業等と連携しながら、
様々なイベントを開催

瀬戸内海国立公園指定８０周年記念事業

○我が国最初の国立公園に指定された「世界の宝石」とも称される瀬戸内海の素晴らしさを、多くの方々に
知っていただき、瀬戸内海の環境保全意識の高揚や浸透を図るとともに、地域の活性化につながるよう、瀬
戸内海国立公園指定８０周年記念事業として様々なイベント等を開催した。

イベント開催期間：H26.3.16～11.30

【香川県・岡山県】
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瀬戸内海国立公園指定８０周年記念事業のイベント期間中における周辺施設や本四交通量の状況

出典）岡山県「観光客動態調査」、香川県「観光客動態調査」、本四高速(株)発表交通量データ

琴平
（琴平町）

屋島
（⾼松市）

栗林公園
（⾼松市）

瀬⼾内海国⽴公園指定８０周年記念事業
（平成26年3⽉16⽇〜11⽉30⽇ ）

○平成26年3月～11月における周辺施設や本四交通量の状況は以下のとおり。

瀬⼾⼤橋

⼩⾖島
（⼩⾖島町、⼟圧町）

21,189 21,298

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成25年
（3-11⽉）

平成26年
（3-11⽉）

495.0 509.8 

0

100

200

300

400

500

600

平成25年
（3-11⽉）

平成26年
（3-11⽉）

329.0 
375.2 

0

100

200

300

400

500

平成25年
（3-11⽉）

平成26年
（3-11⽉）

1,878.0 
2,130.0 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成25年
（3-11⽉）

平成26年
（3-11⽉）

910.7 845.3 

0

200

400

600

800

1,000

平成25年
（3-11⽉）

平成26年
（3-11⽉）

瀬⼾⼤橋の⽇平均断⾯交通量

約1％増（台/⽇）

栗林公園の⼊込客数

琴平の⼊込客数

屋島の⼊込客数

約3％増

約13％増

約14％増

（千⼈）

（千⼈）

（千⼈）

⼩⾖島の⼊込客数
（千⼈） 約7％減
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「淡路島名誉大使」による淡路島誘客キャンペーン

○桂文枝さんに淡路島名誉大使に就任いただき、テレビＣＭ等で大々的にキャンペーンを実施。

桂文枝さんによる①淡路島文枝100選②島特産のタマネ
ギや島の誕生などにちなんだ創作落語３部作の発表

①テレビＣＭ
・放送期間 平成26年4月20日(日)～6月19日(木)

平成27年6月１日(月)～7月31日(金)
・放 送 局 朝日放送、読売テレビ、サンテレビ
②ラジオＣＭ
・放送期間 平成26年4月20日(日)～6月19日(木)

平成27年6月１日(月)～7月31日(金)
・放 送 局 毎日放送、朝日放送、ラジオ関西、FM802

（Ｈ２７年度は、毎日放送、朝日放送のみ）
③ポスター
・掲示場所 高速道路のSA・PA(NEXCO、本四高速、阪神高速)
旅行会社の本支店（東京～九州）
兵庫県下市町、観光協会、道の駅の広報掲示板 等

テレビ・ラジオＣＭ放送及びポスター掲示 桂文枝さんプロデュース「淡路島宣伝プロジェクト！」

キャンペーンを実施したことによ
り、新料金導入直後の淡路島内
観光施設の入場者数が増加。
H26年度（4～6月）の明石海峡大
橋通行台数もH25年度（4～6月）
に比べて約8%増加。
H27年3月から5月末の間、
「淡路花博2015花みどりフェア」
を開催し、359万人の来場者が
あった。

明石海峡大橋

出典：本四高速(株)発表交通量データ、あわじの経済リポート（兵庫県淡路県民局）

約２４%増

〔淡路島の主要観光施設〕
・淡路ファームバークイングランドの丘
・淡路人形座
・うずの丘大鳴門橋記念館
・ウェルネスパーク五色
・パルシェ香りの館
・淡路ワールドパークONOKORO
・野島断層保存館

【兵庫県】

32,222 

34,734 

28,000

30,000

32,000

34,000

36,000

平成25年（４～６月） 平成26年（４～６月）

約８%増

明石海峡大橋の
日平均通行台数

台
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②平成 27 年度以降の各県独自の取組について 

 

（主な取組内容） 

神戸淡路鳴門自動車道の連携強化事業【徳島県】                P10 

全国丼サミット in あなん【徳島県】                       P12 

瀬戸内国際芸術際２０１６ 【香川県・岡山県】         （別添パンフレット） 

２０１６奥四万十博覧会【高知県】                       .       P14 

「サイクリングしまなみ 2016」【広島県・愛媛県】    .             P16 

しまなみ海道の自転車道利用促進【広島県・愛媛県】)             P18 

  晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン【岡山県】    )    P19 

  第 29 回瀬戸内倉敷ツーデーマーチ【岡山県】       （別添パンフレット） 
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●食のブランド海峡ダービー＜大鳴門橋開通３０周年記念＞

徳島・兵庫両県のブランド食材のＰＲ【交流促進】
◇淡路花博2015に 「新鮮なっ！とく しま」号が出展
◇ブランド食材の試食ＰＲ、各地域の４箇所で実施

●２橋まるごとウォークツアー ＜明石海峡大橋、大鳴門橋＞

徳島・兵庫両県の食文化を発信【交流促進】
◇鳴門公園や淡路島「道の駅」で両県の食文化を発信
◇主催：本四道路活用イベント実行委員会(兵庫県,徳島県,本四高速他）
後援：環瀬戸内海地域交流促進協議会

●徳島・淡路周遊キャンペーン ＜大鳴門橋開通３０周年記念＞

徳島・淡路の飲食店等でサービス開始【交流促進】
◇徳島・淡路のスタンプを集め応募すると、

抽選で徳島・淡路の特産品ＧＥＴ！
◇実施期間 H27.4.1～H28.2.29

●徳島の高速に乗って降りてイイコトいっぱいキャンペーン
＜徳島自動車道【鳴門ＪＣＴ～徳島ＩＣ】開通記念！＞

高速道路の利用者に特典追加【利用促進】
◇スタンプ３個以上＋高速利用証明書５回分
をセットで応募すると、

抽選でとくしま旅行券ＧＥＴ！
◇実施期間 H27.4.1～H27.9.30

神戸淡路鳴門自動車道の連携強化事業の実施

○おどる宝島！パスポートの特典付きサービスによる兵庫県・徳島県の交流促進、高速道路の利用促進
○「食のブランド海峡ダービー」、「２橋まるごとウォークツアー」で兵庫県・徳島県の食の魅力を発信

【兵庫県・徳島県】

『おどる宝島！パスポート』による連携 各イベントでの『⾷の魅⼒発信』

はまち刺身 煮物蓮根等の天ぷら

わかめ
の汁物

白米

＜鳴門で昼食（地元食材メニュー）＞＜ウォーキング＞

1
0



明明石海峡大橋ウォーキング

２橋まるごとウォークツアーを開催しました！（平成27年10月3日，4日）

大鳴門橋ウォーキング鳴門公園で休憩

1
1
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⾼知県の⾼幡広域５市町で開催する旅の誘客キャンペーン。
コンセプトは「〜四国カルストから⼟佐の⼤海原へ〜」。
“⼭川海が織りなす⽇本の原⾵景が今も鮮やかに残る奥四万⼗地⽅。都会の⼈々がこの地を訪ね、その
⾃然や旬の味覚、素朴な⼈情に触れるとき、いつの間にか素の⾃分を取り戻し、リフレッシュされて
いることに気付くに違いありません。そんな“すっぴんデトックスの旅”を私たちは提供します。“ （奥四万⼗博ＨＰより）

●開催概要
○開催期間

平成２８年４⽉１０⽇（⽇）〜平成２８年１２⽉２５⽇（⽇）
※同時期に近隣の愛媛県でも「えひめ癒しの南予博2016」を開催

○開催エリア
⾼知県の⾼幡広域５市町
須崎市/中⼟佐町/四万⼗町/梼原町/津野町

○実施内容
オープニング・クロージングイベント、広域イベント、地域イベント、体験プログラム等

●情報発信拠点
○インフォメーションセンター
観光情報やイベント情報をタイムリーに発信する中⼼施設
①道の駅「かわうその⾥すさき」内（候補地）

○サテライトセンター
インフォメーションセンターや他のサテライトサンターと連携して、
各地域の観光や交通など、地域ならではのきめ細かい情報等を来訪者
に発信する施設
②道の駅「かわうその⾥すさき」内（予定地）
③道の駅「あぐり窪川」
④道の駅「四万⼗とおわ」
⑤⼤正町市場駐⾞場、ふるさと海岸ほか
⑥道の駅「布施ヶ坂」
⑦梼原町観光交流案内所まろうど館

2016奥四万⼗博

①②
⑤④

③

⑥⑦

⑤

1
4
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瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会 基本方針（案） 

 

Ｈ27.11   

 

この基本方針は、主催者が想定するサイクリング大会の開催概要等として作成するもので、今

後の道路管理者及び交通安全管理者等との協議における基本的な考え方を示したものである。 

 

１ 目 的 

広島県と愛媛県を結ぶ西瀬戸自動車道（瀬戸内しまなみ海道）は、温暖な気候、多島美の自然

や架橋による魅力的な景観とともに、各橋に自転車歩行者道が併設されるなど、サイクリング愛

好者の多くが認める日本屈指のサイクリングの適地である。 

平成 26 年 10 月の「サイクリングしまなみ」の開催により、“サイクリストの聖地＝しまなみ海

道”の国内外に対するＰＲや情報発信を行ったところであるが、この効果を維持・継続させるた

め、２年後にあたる平成 28 年に高速道路を一部通行止めにした国際サイクリング大会を開催する

ことにより、“サイクリストの聖地＝しまなみ海道”の認知の一層の定着化や、しまなみ海道エリ

アの交流人口の更なる拡大等を通じた地域の振興・活性化を図る。 

 

２ 大会概要（案） 

（１）名  称 瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ 2016」 

（２）期  日 平成２８年１０月３０日（日） 

（３）場  所 瀬戸内しまなみ海道及びその周辺地域 

（４）主  催 瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会実行委員会 

        広島県・愛媛県をはじめとする地元自治体・関係団体等で構成 

（５）募集対象 国内外からサイクリング愛好者等 

（６）参加定員 ３，５００人程度を想定 

（７）大会スタイル レースではなく、サイクリングを楽しむ走行イベント 

（８）コース内容 ■スタート：７時 30 分 ■ゴール（制限時間）：17 時以内 

コース 

(距離) 

コース（詳細） 
定員規模 

スタート 本線利用区間 一般道区間 ゴール 

Ａ 

今治⇔尾道 

(往復) 

(約 150km) 

今治IC 

今治 IC→ 

生口島南 IC 

生口島→（生口橋）→因島→（因島大橋）→向島
→（渡船）→尾道市街⇒（渡船）⇒向島⇒（因島
大橋）⇒因島⇒（生口橋）⇒生口島⇒（多々羅大
橋）⇒大三島⇒（大三島橋）⇒伯方島⇒（伯方・
大島大橋）⇒大島⇒（来島海峡大橋）⇒今治市街 

しまなみアー

スランド 

(今治新都市

第2地区) 

500 名 

Ｂ 

今治⇒尾道 

(片道) 

(約 70km) 

生口島→（生口橋）→因島→（因島大橋）→向島
→（渡船）→尾道市街 みなとオア

シス尾道 
1,000 名 

Ｃ 

今治⇒上島町 

(往復) 

(約 70km) 

生口島→（フェリー）→岩城島→（フェリー）→
生名島→（生名橋）→佐島→（弓削大橋）→弓削
島⇒（フェリー）⇒大島⇒（来島海峡大橋）⇒今
治市街 

しまなみアー

スランド 

(今治新都市

第2地区) 

300 名 

Ｄ 

今治⇔大三島 

(往復) 

(約 120km) 

今治 IC→ 

大三島 IC 

大三島周遊⇒（大三島橋）⇒伯方島⇒（伯方・大
島大橋）⇒大島⇒（来島海峡大橋）⇒今治市街 

1,000 名 

Ｅ 

今治⇔大島 

(往復) 

(約 40km) 

今治 IC→ 

大島南 IC 

大島周遊⇒（来島海峡大橋）⇒今治市街 

700 名 

※前回大会の検証結果等を踏まえ、円滑な大会運営のための検討を進めていく。

※本内容は実行委員会としての活動方針を示したもので決定事項ではない。
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（９）コース設定方針 ・自動車専用道路では、上り線（尾道方面）を使用する一方通行（逆走禁止） 

         とし、下り線（今治方面）は緊急車両の走行用として確保する。 

        ・一般道路では一列走行とし、指定コースを走行する（逆走禁止）。 

        ・コース上に制限時間（関門）を設定する。 

（10）通行規制 ・自動車専用道路：大会当日の５時間以内（午前中） 

（11）参加受付 ・原則として前日受付とし、今治市内、尾道市内で受付 

（12）安全対策 ・前回大会の実施状況を踏まえ、安全管理・誘導員の設置等の対策を実施 

（13）代替交通 ・定期航路の活用・強化（増便） 

        ・臨時フェリーの運航 

（14）その他  ・交流拠点・休憩場所を設置 

         コース上の概ね 20～30km ごとに設置 

         ・参加者への便宜 

          臨時駐車場の確保、荷物運搬サービス、宿泊場所の紹介等 

         ・賑わいイベントの開催等 

 

３ その他 

 ・今後、この基本方針をもとに、道路管理者及び交通安全管理者等との協議を実施しながら、本

サイクリング大会の安全かつ円滑な実施を図る。 

・また、本サイクリング大会の開催に向けては、地元住民や関係事業者等への説明等を通じ、理

解の促進を図る。 
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晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン（ＤＣ）の取組

スケジュール

（官民４６団体が連携）

○全国レベルでの情報発信

・旅行エージェントへの積極的な売り込み
・観光展やプレスツアーの開催
・ＤＣ用ガイドブック・ポスターによるＰＲ

○旅行商品造成の促進

・旅行パンフレット掲載支援
○受地の魅力づくりや２次交通の整備

・ＤＣ後も継続する観光素材等の開発・支援

・メインイベントの開催
・おもてなし意識向上研修

・岡山後楽園の魅力創造・発信事業

岡山城とのさらなる連携強化
・旅行商品化促進機能強化事業

ＤＣ素材を商品化し販売につなげる
・観光プロモーション事業

首都圏、関西圏において、ＤＣ素材のマッチング会議を開催

連

携

ＤＣ推進協議会

ＤＣ連携事業

ＤＣの取組

H27夏(7月～9月)

プレＤＣ

認知度の
向上

観光客の増加

地域産業
の活性化

前回ＤＣから継続する吹屋巡回バス

岡山の活力向上！
岡山に好循環を！

H28春(4月～6月)

ＤＣ本番
アフターＤＣ
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